
〔所 感〕 

 

 

長崎市議会議員 久米 ただし 

 

 

この行政調査は、米国・カナダの地方自治制度や各訪問都市における行財政施策につ

いての実情調査、各地方自治体関係者との交流、及び意見交換によってそれぞれ参加都

市の自治体に活かされる、都市活性化の目的の下に計画された行政事業調査でありまし

た。 

 

まず、第１日目は、アメリカ合衆国のニューヨーク州ニューヨーク市に入り、自治体

国際化協会ニューヨーク事務所で、「アメリカ・カナダの地方自治制度」の説明を受け、

協会が地方自治体職員の海外派遣のあっせん受け入れなど、国際協力活動を推し進めて

いる。 

アメリカ合衆国の地方自治制度は、連邦制であり、州政府が地方自治制度を定めてお

り、アメリカ合衆国は、地方政府の存在を前提としている。アメリカ合衆国の地方自治

制度の特徴は、あくまでも連邦制であり、州政府のもとに、郡があり、市があり、町の

地方政府があり、村がある。 

次に、ニューヨーク市の消防局を訪問し、同市が先進的な取り組みを行っている地方

自治体の消防改革を学んだ。約１７，０００人の消防隊員、約３，２００人の医療関係

者が危機発生の際に、物理的な要因のみならず、能力がいつも発揮できるように心理的

サポート、日頃の訓練が必要であるとの説明を受けた。 

 

２日目は、ニュージャージー州政府トレントン市の環境保護部局危機管理担当部署を

訪問し、災害発生時の施策について学んだ。２４時間３６５日、州の安全を監視してい

る。大災害が発生すると早々に情報を収集し、緻密な計画を立て、緊急避難の必要性、

救助の必要性、津波や地震は常に脅威として捉えているとの事であった。日頃から訓練

を強化する事を心がけている。 

 

３日目は、アメリカ合衆国からカナダに移動。 

 

４日目は、カナダのオンタリオ州リンカーン町を訪問し、「農業振興対策」について学

んだ。この地域は、温暖な気候で農産物が生産できる季節が長く、リンゴ畑やワイン用

のブドウの栽培に最適となっている。研究施設の運営費は 連邦と州政府が補助してく

れている。１０年前に州政府が土地を大切に保存する法律を作り、都市が農場地帯に拡

張することが出来なくなり、地についた農業振興の手助けをしてくれている。また、自

然と共に育てようという考え方で農薬を一切使用しないバイオダイナミックという手法

が農家では、普通となっている。 

 



５日目は、カナダのオンタリオ州トロント市を訪問し、環境施策について学んだ。 

トロント市は、金融や経済など産業基盤が発達し、人口約２５０万人の大都市である。

市には環境関連の３つの部局があり、１つは空気のモデリングに取り組みエネルギー効

率や消費について、温室効果ガスの削減や持続可能なエネルギーの将来像、市全体の排

出量を推定したデータを用いて、空気の質の改善、エネルギー消費の改善などに取り組

み、あわせてグリーンエネルギーや再生可能なエネルギー分散型エネルギー制度を奨励

し、省エネにつなげているという事であった。 

２つ目に、特に市が重点目標として基準を設定しているのは窒素酸化物、硫黄酸化物、

二酸化炭素、粒状の汚染物などである。今、特に取り組んでいる「きれいな空気はきれ

いな道から」という事で、ブラシで清掃すると粉じんが飛び散って人に悪影響を及ぼす

ため、環流式清掃車を４９台購入し、前年度より空気の質は２１％改善され、粉じんの

回収量は２８トン増となった。 

３つ目に、都市の形態を自然の豊かさを打ち出す木材を用いる雨水を集めて公共トイ

レや緑化地帯の灌漑用水として用いる。色彩なども考慮し、健全な森林は都市のインフ

ラの観点から重要という事であった。 

 

６日目は、アメリカ合衆国ミシガン州エバンストン市の市議会を訪問し、「議会制度と

環境政策」について学んだ。 

エバンストン市はイリノイ州シカゴ郊外に位置し、人口約７５，０００人を有し、市

内に私立ノースウェスタン大学がキャンパスを構えている。市長は市民の選挙で選ばれ、

議員は９区に分かれている。町から１人ずつ選挙区から９名選ばれ、任期は４年。条例

を制定したり見直したり、予算を決定することとなっている。 

シティ・マネージャー（市長補佐）は、事務のトップ、１０の部署を統括し、採用や

解雇の権限などを有している。市議会は毎週月曜日夜７時から９時または１０時まで。

議題によっては午前１時まで開かれる事もある。   

市議会の特徴は、４５分間市民の声を聞く場を設けていて、１人３分間という規制が

あった。市長、議員、市長補佐、事務長は、選挙で選ばれている。 

環境政策については、持続可能な街づくりが基本で経済活性化、自然を豊かにするこ

と、住みやすく安全な地域を作る事の３点が柱で、電気の使用量の削減を通してエネル

ギーの節約や温室効果ガスの削減に成功している。 

市の水道事業は、ミシガン湖が水源で、浄水施設では雨水を積極的に利用したり、屋

根に太陽電池を設置したりして、効率的な施設稼働を進めている。 

 


